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町
長
は
、
こ
の
た
び
の
町
長
選

に
お
い
て
多
く
の
町
民
の
支
持

を
得
て
当
選
さ
れ
た
。
新
た
な
幕
別
町

の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
本
町
の
舵

取
り
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
町
政
に

対
す
る
決
意
を
伺
う
。

　

町
長
は
、
「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の

た
め
に
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

ス
ピ
ー
ド
感
、
説
明
責
任
、
法
令
遵
守

を
基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
、
５
つ
の
基

本
政
策
目
標
、
23
の
公
約
を
住
民
に
訴

え
て
き
た
が
、
本
町
の
置
か
れ
た
現
状

の
認
識
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
解
決
に
つ

い
て
ど
う
結
び
付
け
て
取
り
組
ま
れ
る

の
か
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
伺
う
。

(1)
人
口
減
少
対
策
。

(2)
少
子
化
対
策
。

(3)
産
業
振
興
、
雇
用
対
策
。

(4)
定
住
対
策
。

(5)
地
域
活
性
化
対
策
。

(6)
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
。

(7)
子
ど
も
医
療
費
の
負
担
軽
減
、
高
齢

者
福
祉
対
策
。

(1)
定
住
対
策
、
子
育
て
支
援
、

高
齢
者
対
策
、
防
災
対
策
、
産
業
の
振

興
な
ど
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
総
動
員
し

て
、
こ
の
町
に
住
ん
で
み
た
い
、
子
ど

も
を
産
み
育
て
て
み
た
い
と
思
っ
て
も

ら
え
る
魅
力
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

(2)
少
子
化
の
対
応
に
は
、
「
子
育
て
の

経
済
的
負
担
」
の
軽
減
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
ま
ず
、
「
子
ど

も
医
療
費
の
無
料
化
の
拡
大
」
に
つ
い

て
優
先
し
て
取
り
組
み
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
て
も
ら
え
る
よ
う
妊

娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
切
れ
目
の

な
い
相
談
体
制
の
構
築
に
も
取
り
組
ん

で
い
く
。

(3)
産
業
振
興
、
経
済
の
活
性
化
に
は
農

業
の
経
営
体
質
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
商
工

会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
各
種
活
性

化
事
業
に
対
し
必
要
な
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
空
き
店
舗
対
策
や
住
宅
新
築

リ
フ
ォ
ー
ム
奨
励
事
業
を
引
き
続
き
実

施
し
て
い
く
。

　

企
業
誘
致
対
策
に
つ
い
て
は
、
既
存

企
業
の
本
社
な
ど
へ
の
事
業
の
拡
大
要

望
や
新
規
企
業
誘
致
に
向
け
た
情
報
発

信
、
さ
ら
に
は
優
遇
制
度
の
Ｐ
Ｒ
活
動

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
と
連
携
し
た
雇
用
相
談
業
務
の
強

化
や
緊
急
雇
用
対
策
、
未
就
職
の
新
卒

者
対
策
な
ど
に
取
り
組
み
、
雇
用
の
安

定
を
図
り
た
い
。

(4)
定
住
促
進
住
宅
建
設
費
補
助
金
交
付

事
業
の
実
施
で
は
、
平
成
26
年
度
ま
で

の
３
年
間
の
実
績
は
68
件
で
、
そ
の
う

ち
31
件
72
人
が
町
外
か
ら
転
入
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
、
対
象
地
域
を
全
町
に

広
げ
た
マ
イ
ホ
ー
ム
応
援
事
業
を
５
年

間
の
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

(5)
「
人
」
は
何
よ
り
も
大
事
な
地
域
資

源
で
あ
り
、
連
携
協
定
を
締
結
す
る
北

海
道
科
学
大
学
か
ら
講
師
を
招
き
実
施

し
て
い
る
「
幕
別
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

レ
ッ
ジ
」
な
ど
の
機
会
を
通
じ
人
材
の

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

忠
類
地
域
で
は
、
道
の
駅
周
辺
の
観

光
施
設
や
白
銀
台
ス
キ
ー
場
、
シ
ー
ニ

ッ
ク
カ
フ
ェ
ち
ゅ
う
る
い
な
ど
の
地
域

資
源
を
活
か
し
た
観
光
振
興
を
図
り
、

交
流
人
口
の
増
加
に
努
め
て
い
く
。

(6)
多
様
化
、
高
度
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ

や
地
域
の
抱
え
る
課
題
に
的
確
に
応
え

て
い
く
た
め
、
町
民
と
直
接
対
話
す
る

機
会
を
積
極
的
に
設
け
、
「
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
よ
り
実
効
性
の
あ

る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

(7)
子
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
中
学

校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
と
所

得
制
限
の
撤
廃
を
本
年
10
月
か
ら
実
施

し
、
高
齢
者
福
祉
対
策
に
つ
い
て
は
高

齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
地
域
サ

ロ
ン
の
支
援
に
努
め
た
い
。

町
長
は
、
公
約
の
中
で
は
「
町

民
と
の
対
話
か
ら
町
民
と
と
も
に
町
民

の
思
い
を
実
現
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
」
と
挙
げ
て
い
る
が
、
実
行

に
当
た
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
な
方
策
を

描
い
て
い
る
か
伺
う
。

就
任
後
、
公
区
や
団
体
と
意
見
交
換

し
て
い
る
が
、
積
極
的
に
自
分
で
飛
び

込
ん
で
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
ま
ち
づ

く
り
の
協
力
を
要
請
し
て
い
き
た
い
。

寺林　俊幸
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問町
　
長

「幕別町コミュニティカレッジ」
の受講風景

答問
町
民
の
皆
さ
ん
と
対
話
を
重
ね
、
活
力
あ
る
経
済
、

安
心
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す

こ
れ
か
ら
の
町
政
運
営
に
つ
い
て

答 再

質

問


